
(2)日 本の気イ癸 iミ ン 多讐 tあ たた又口ろ 今瞥 に よ,7ス <hさ か ヵψ ろ
目■何ヽいいますか。 tた、この風か太7若 から5、 し}て くろ全督ケIミ
Ltつですい.
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(り んの牝 E]は 日本の負4【 豊4ガ 1月たし
て、:ろ 。 〕欠の文にあてはまう気イ′そ2′分
t、 夕ι口から一っす・フ髪 べ̀なさtヽ 。
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(ヨネカ叡りの気4及 )

冬 t>駐 口象 で 一 年 +7η 水 モ リド 殉 ぃ 一

二つのムイにlt t■スアη水長パ′ケなし1

(4)2011年 3月 |1日 に it回 の X な な 珠 Yす る E大 地 震 〕ニ
よっておttま 縦宅略 凋 Y llt,ま すか

〔東日本大寝
く

“
 )

t'tι 回 のXの ように
'セ
震 の 電 )環 外 蒟 た のYt.突 生するこYが

吻ろ品摯 t tty tl口 罰 力`・
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(6)ナι電やリロだ望`の自無〈鮮 にメれ,幸 前′・対策チミピ毛とり、
た″気傷■ ででるだけ/1/十二くしょぅ通すること■イマ准 |111ま す力ヽ .

、ヽハ f戒ユア内の気不癸ク
`南
」言/各 ゐイ長 )C.
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